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日本製鉄のプレコート鋼板

ビューコート®

日本製鉄のプレコート鋼板「ビューコート®」は、

画期的な塗装設備と、当社が独自に開発した

様々な塗料や下地鋼板の組み合わせにより、

「生産性向上」「意匠性」など、お客さまのニーズに

適応した製品をご提供しています。

ご注意とお願い
本資料に記載された技術情報は、製品の代表的な特性や性能を説明するものであり、「規格」の規定事項として明記したもの以外は、保証を意味する
ものではありません。本資料に記載されている情報の誤った使用または不適切な使用等によって生じた損害につきましては責任を負いかねますので、
ご了承ください。また、これらの情報は、今後予告なしに変更される場合がありますので、最新の情報については、担当部署にお問い合せください。
本資料に記載された内容の無断転載や複写はご遠慮ください。
本資料に記載された製品または役務の名称は、当社および当社の関連会社の商標または登録商標、あるいは、当社および当社の関連会社が使用を許
諾された第三者の商標または登録商標です。
その他の製品または役務の名称は、それぞれ保有者の商標または登録商標です。
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製造箇所

東日本製鉄所　君津地区

日鉄鋼板  西日本製造所

優れた設備装備力を有する特殊ラインと、日本製
鉄が独自に開発した様 な々塗料や下地鋼板の組み合
わせにより、みなさまのニーズに適応した様々な製
品をご提供することができます。

カーテンフローコーターの採用などに
より、非常に平滑で美しい塗装表面を
誇ります。
　また、クリーン化対策などにより、
ゴミ・ブツ等の付着物が非常に少なく、
優れた品質と塗装性能を有しています。

ビューコートをご使用いただくこ
とにより、省工程、省スペース、
省エネ、省負荷など、様々な改
善効果が期待できます。

地球の未来を優しく彩る
日本製鉄のプレコート鋼板

ビューコート®
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ビューコート®適用事例

照明器具

薄型テレビ

デジタルレコーダー

車載機

エアコン室外機

冷蔵庫

洗濯機

自動車部品
（オイルフィルター等）

用 途 適用部材 ビューコート推奨仕様

照明器具

薄型テレビ

デジタルレコーダー

車載機

エアコン室外機

冷蔵庫・洗濯機

自動車部品

反射板

裏板

シャーシ

シャーシ

天板・外板

側板

オイルフィルター

表面
裏面
表面
裏面
表面
裏面
表面
裏面
表面
裏面
表面
裏面
表面
裏面

ビューコート適用事例

ビューコートⅠ型
ビューコートⅠ型
ビューコートⅣ型
導電性型
ビューコートⅣ型
導電性型
ビューコートⅣ型
吸熱性型
ビューコートⅣ型
ビューコートⅡ型
ビューコートⅣ型
裏面コート
ビューコートC型
潤滑型

ビューコートをご使用いただくことにより、

●塗装作業がなくなり、職場の作業環境が改善できます。

●塗料廃棄物処理、廃ガス処理、異臭がもたらす地球環境問題が解消します。

●工程省略と連続化により、生産性が大幅に向上します。

●塗装関連スペースをほかの目的に有効活用できます。

●従来の塗装方法では表現しにくい意匠性を付与することができます。

塗装工程の省略で

　　　地球に優しい環境づくりを

®
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トップコート
プライマーコート

化成処理
鋼板

化成処理
裏面コート

ビューコート®の断面図例

高級プレコート鋼板

 

表裏2コート　2ベーク可能

ペイオフリール

入側ルーパー

前処理（槽）

プライマーコーター

プライマーオーブン 冷却 ドライヤー

クリーン化技術採用

冷却 ドライヤー

ガードフィルムラミネーター

テンションリール

シャー

トップオーブン

出側ルーパー

カーテンフローコーター
（トップコーター）

溶接機

化成処理

ドライヤー

板厚0.3～1.2mm（1.6）
板幅600～1320mm

溶融亜鉛めっき鋼板、電気亜鉛めっき鋼板、
冷延鋼板　等

ロールコーター
（トップコーター）

特　長

君津CCL（コイル・コーティング・ライン）

主な仕様

製 造 品 種 

通板サイズ 

塗 装 工 程 

使 用 原 板

製造プロセスの一例　

クリーンルーム入口

コーター部
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耐 汚 染 性

加
工
性

Ⅰ型

Ⅱ型

Ⅴ型 Ⅲ型

Ⅳ型

●ポリエステル系
　万能型

●バランス型

耐 候
性

20˚C（EG/Gi）

0˚C（EG/Gi）

（EG/Gi）

赤

青

黒

色変化（△E） 

光沢保持率（G.R.）

光沢保持率（G.R.）

光沢保持率（G.R.）

F～H

0T/2T

4T/6～7T

1～3/0～2

HB～H

3～4T/5～6T

8T/–

1～3/0～2

H

5～6T/–

>8T/–

1～2/–

F～2H

1T/2T

3T/5T

1～3/0～2

鉛筆硬度試験（キズ法）rs浸漬

JIS G 3312
180˚折曲げ後の
塗膜クラックの限界

JIS Z 2371
塩水噴霧試験 240hrs後の
ふくれ 幅mm（X部）

マジック塗布後
エタノールで
拭き取り判定 
: 痕跡の程度

サンシャイン・
ウエザオメーター
500hrs

5%NaOH × 24hrs浸漬 

5%H2SO4 × 24hrs浸漬

適用用途例

薄型テレビ裏板
デジタルレコーダーシャーシ
カーオーディオシャーシ
エアコン室内機外板
エアコン室外機外板
冷蔵庫側板
洗濯機外板

エアコン室外機（裏面）等
ショーケース棚板照明器具反射板

一　般　商　品

優れている 良好 やや劣る 劣る

Ⅰ型 Ⅱ型 Ⅲ型 Ⅳ型

高加工・耐汚染性型
（万能型）

H～2H

>8T/–

–

2～3/1～2

1.5

63

85

92

1.3

65

95

99

1.9

78

100

100

0.5

94

96

99

1.5

80

98

93

トラックあおり板

Ⅴ型
評価項目

性能例

評価方法

塗料タイプ

商品メニューと基本特性

冷蔵庫側板等

表面硬度

加 工 性

耐 食 性

 

耐汚染性

 

耐 候 性

 

耐薬品性

～×

×

～

～

～

～

～

～×

×

高加工型 加工性・表面物性
バランス型 耐汚染性型 高耐食性型

高分子ポリエステル高分子ポリエステル 高分子ポリエステル 高分子ポリエステル 一般ポリエステル

樹　
脂

規　格
コイルおよび板の種類は、使用する原板および塗膜の種類により、以下のように表します。
なお、原板の種類の記号および塗膜の種類の記号は、（1）および（2）によります。

【1】原板の種類と記号　
原板の種類と記号は、表1の通りです。

【2】塗膜の種類と記号　
塗膜の種類と記号は、表2の通りです。

表1 原板の種類と記号 表2 塗膜の種類と記号

原板の種類 規格記号
(日本製鉄販売品規格) 表示厚さ（mm）

溶融亜鉛めっき原板
（NSシルバージンク原板）

一般用 NSGCC 0.30以上 1.2以下
絞り用1種 NSGC270C 0.40以上 1.2以下
絞り用2種 NSGC270D 0.40以上 1.2以下
絞り用3種 NSGC270E 0.60以上 1.2以下
絞り用4種 NSGC270F 0.60以上 1.2以下
絞り用5種 NSGC270G 0.60以上 1.2以下

構造用400N級 NSGC400 0.40以上 1.2以下
構造用440N級 NSGC440 0.40以上 1.2以下

合金化溶融亜鉛めっき原板
（NSシルバーアロイ原板）

一般用 NSACC 0.50以上 1.6以下
絞り用1種 NSAC270C 0.50以上 1.2以下
絞り用2種 NSAC270D 0.50以上 1.2以下
絞り用3種 NSAC270E 0.50以上 1.2以下
絞り用4種 NSAC270F 0.60以上 1.2以下
絞り用5種 NSAC270G 0.60以上 1.2以下

構造用400N級 NSAC400 0.50以上 1.2以下
構造用440N級 NSAC440 0.50以上 1.2以下

溶融亜鉛 – アルミニウム– 
マグネシウム合金めっき原板

（スーパーダイマ原板）

一般用 NSDCC 0.30以上 1.2以下
絞り用1種 NSDCD1 0.40以上 1.2以下
絞り用2種 NSDCD2 0.40以上 1.2以下
絞り用3種 NSDCD3 0.60以上 1.2以下

構造用400N級 NSDC400 0.40以上 1.2以下
構造用440N級 NSDC440 0.40以上 1.2以下

冷延原板

一般用 NSCC 0.40以上 1.2以下
絞り用 NSC270D 0.60以上 1.2以下

深絞り用 NSC270E 0.60以上 1.2以下
超深絞り用 NSC270F 0.60以上 1.2以下

超々深絞り用 NSC270G 0.60以上 1.2以下
高強度加工用 NSC390N 0.40以上 1.2以下

電気亜鉛めっき原板
（NSジンコート原板）

一般用 NSECC 0.40以上 1.2以下
絞り用 NSEC270D 0.60以上 1.2以下

深絞り用 NSEC270E 0.60以上 1.2以下
超深絞り用 NSEC270F 0.60以上 1.2以下

超々深絞り用 NSEC270G 0.60以上 1.2以下
高強度加工用 NSEC390N 0.40以上 1.2以下

電気・ニッケル亜鉛合金
めっき原板

（NSジンクライト原板）

一般用 NSNCC 0.40以上 1.2以下
絞り用 NSNC270D 0.40以上 1.2以下

深絞り用 NSNC270E 0.40以上 1.2以下
超深絞り用 NSNC270F 0.60以上 1.2以下

超々深絞り用 NSNC270G 0.60以上 1.2以下

塗膜の種類 規格記号

高加工型 1
加工性・表面物性バランス型 2
耐汚染性型 3
高加工・耐汚染性型（万能型） 4
高耐食性型 5
耐熱ノンスティック型 6
高耐食性・高耐候性型 7
初期端面赤錆対策型 8
裏面コートなし※1 0
接着接合可能型 A
ゴム接着材塗布工程省略型 B
超深絞り型 C
準耐熱・耐汚染性型 D
導電性型 E
吸熱性型 F
潤滑型 J
高反射型 K
裏面コートあり※1 S
協定規格品 X

備考	1.	原板の種類と記号は、日本製鉄販売品規格によります。
	 2.	めっきの目付量はそれぞれ原板の規定によります。
	 3.	化学成分値は、それぞれ原板の規定によります。
	 4.	ビューコートの引張試験は、塗装前の原板での試験となります。
	 	 1) 一般用の原板では、引張試験の保証はありません。
	 	 2) 絞り用1種,構造用,絞り用,高強度加工用の原板では、引張試験の保証は引張強さのみとなります。

注）※1	裏面コートとは、軽度の防錆などを目的として、
	 塗膜の裏面に塗装されるもの。

注（＊） 出荷時に表面を製品の上面（またはコイルの外側）にするときはN、板の下面（またはコイルの内側）にするときはRとします。

（1）原板の規格記号

例

塗装鋼板を示す記号
裏面塗膜の規格記号

表面塗膜の規格記号

P NSGCC － 1 S N
製品面（＊）

（2）｛
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製造可能範囲

1.60

（1300、0.5）

（1300、0.45）

（1300、0.4）（1219、0.4）

（1219、0.45）

（25、0.4）

1.40

1.20

1.00
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0.70

0.60
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0.35
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25 600 800 1000 1300

1.60
（25、1.6）

（1300、1.2）

（1100、0.3）

（1300、0.5）

（1250、0.4）

1.40

1.20

1.00

0.80

0.70

0.60

0.50

0.40
0.35
0.30

25 600 800 1000 1300

製造検討範囲

製造検討範囲

青：絞り用1種黒：一般用 赤：絞り用2種 緑：絞り用3種

赤：絞り用黒：一般用 青：深絞り用 緑：超深絞り用

1.60
（25、1.6） （1030、1.6）

製造検討範囲

（1030、1.6）

（1300、1.2）

（1090、0.4）

（1000、0.4）

（1300、0.5）

（1240、0.5）

（1240、0.3）

（1250、0.5）

（1250、0.7）

（1180、0.6）
（1180、0.5）

（25、0.3）

1.40

1.20

（25、1.6）

（25、1.2）

（1030、1.6）

製造検討範囲
（1300、1.2）

1.00

0.80

0.70

0.60

0.50

0.40
0.35
0.30

25 600 800 1000 1300

（25、0.3）

板 幅 （mm）

板
 厚
 （
m
m
）

板 幅 （mm）

板
 厚
 （
m
m
）

板 幅 （mm）

板
 厚
 （
m
m
）

【1】.コイル製品（板厚板幅）

③ 冷延鋼板、NSジンコート、NSジンクライト原板

① NSシルバージンク原板
 （一般用、絞り用1～3種）

② NSシルバージンク原板
 （構造用400N級）

※ 以上標準製造可能範囲を記載しましたが、これ以外の原板規格、サイズに
 関してもご要望があればご相談ください。

銅または鋼の冷却盤

接合方法の一例

〈プロジェクション溶接の一例〉

電極加圧力

溶接部分
塗膜面

導電性面

ビューコート®

金属

ご使用上の注意
■ 1.成型加工
金型設計
塗装鋼板の加工に際しては塗膜面にあたる金型は硬質クロムめっき
が理想ですが、塗膜面のキズ、カジリを防止するためにできるだけ
細かい研磨仕上げをお奨めします。
クリアランス
ポンチとダイスのクリアランス調整は、原板厚みと塗膜および保護
フィルム厚の約70%を加えた厚さを基準として、クリアランスを調
整することをお奨めします。
シワ押さえ
塗膜表面は滑りやすいのでシワ押さえ圧力は従来より若干強くした
方が良い結果が得られます。
潤滑
各々のケースに合ったプレスオイルを選択するため、事前に試験等
による確認が必要です。
●プレス油を使用される場合は、事前にご相談ください。
加温加工
塗料設計は原則として使用環境を加味して行いますが、一般に塗膜
の加工性は温度依存性があるので加温する事によって加工性は改
善されます。
加工後の取り扱い
加工後移動される時は、塗膜面にキズがつかないよう合紙またはミ
ラーマット等のご使用をお奨めします。

①

②

③

④

⑤

⑥

シングルロックシーム① ダブルロックシーム③

スタンディングシーム⑤ Cジョイント⑥

突込み型リベット⑦

トグロック⑪

段つきシングル
ロックシーム

②

ダブルロック
スタンディングシーム

④

■ 2.接合方式
ビューコートを有効にご利用いただくためには、商品設計の段階か
ら、接合の方法および切断面がかくれるような構造にするなどご配
慮ください。
機械的方法
ビス、ボルト、リベット、などでとめる方法、ロックシームする方
法、またはジョイントでかみ合わせるなどの接合方法があります。

①

電気的接合
従来のスポット溶接を行う場合は、溶接箇所の塗膜を除去する必要
がありますので、その部分をグラインダー、サンドペーパーで取り
除くか、焼き取ってください。
特殊溶接として、プロジェクション溶接、あるいはスタッド溶接法が
あります。この方法によると塗膜の表面をいためずに、裏面とほか
の金属を溶接することができます。

②

この溶接方法は、溶接の熱エネルギーを局部のみに集中させ、しか
も、ごく短時間で溶接を終わらせる、というものです。このため、溶
着される鋼板（アタッチメント）に球形状の突起、あるいはリング状の
突起（プロジェクション）をポンチやダイスでつけます。これにより局部
的な短時間の発熱により溶接を完了できるので、樹脂塗膜への影響
をなくすことができます。

接着剤による接合
接合する被着体の種類・目的・意匠性などにより、接着剤および
塗料系を選択する必要がありますのでご相談ください。

③

塗膜への影響
普通の状態では保護フィルムの塗膜への影響はありません。まれに
フィルムを剥がした直後に塗膜表面のつやが若干高くなっている事
がありますが、経時または加熱により塗膜本来のつやに戻ります。
積み重ねや保管の状態により局部的に圧力が長時間かかった場合、
フィルム上から黒くまたは白く見え、剥がすとつやムラになっている
場合がありますが、これも経時または熱により回復します。
接着強度
加工の方法や程度によってフィルムの接着強度を選定する事ができ
ます。
フィルムの種類により接着強度の温度依存性がありますので、なる
べく20～25˚Cの雰囲気で剥がしてください。
製品完成後は保護フィルムを速やかに剥がすことをお奨めします。
長時間フィルムをつけたままにしておくと、フィルムが剥がれなく
なったり塗膜が変質や変色をすることがあります。特に直射日光や
紫外線があたる場合、また40˚C以上の環境になる場合にはご注意
ください。

①

②

■ 3.保護フィルム

リベット固定
スタンディングシーム

⑧ プラスチックキャップ
つきリベット

⑨

セルフタッピング
スクリュー

⑩
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単位質量表 kg/m2

標準板厚
mm

品種呼び付着量
Z12 Z08 20/20

NSジンコート

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

1.20

2.538

3.323

4.108

4.893

5.678

6.463

7.248

8.033

9.603

–

3.260

4.045

4.830

5.615

6.400

7.185

7.970

9.540

–

3.176

3.961

4.746

5.531

6.316

7.101

7.886

9.456

NSシルバージンク

ビューコートの切断、プレス加工、ロール成型および移送時の取り扱
い時には、塗膜に疵が付かないよう十分ご注意ください。誤って疵が
入った場合、補修用塗料についてはご相談ください。

ビューコートは商品の部品として、そのまま使用される鋼板です。取
り扱いには十分ご注意をお願いします。

■ 7.補修

コイルを使用するために、コイル状態を保持しているフープ（バン
ド）を取り外す（切断する）場合は、コイル端部が跳ね上がらないよう
に、コイル端部がコイル真下の状態で行うか、または、コイル端部
が跳ね上がり、急激に拡がっても安全かつ問題のない場所で作業し
てください。
コイルはまっすぐに伸びた板をコイル状に巻いたものですので、結
束フープなどコイルの状態を保持する外力がなくなり、コイル端部
が自由な状態となりますと、真っ直ぐな状態に戻ろうとし、跳ね上
がります。また、さらに、その結果コイルの巻きが緩くなり、急激
にコイルが外側に拡がる場合があります。
その際、そのコイル近辺の人・物等を損傷する可能性があります。

●

●

次の事項についてご連絡ください。

●用途・部位
●加工形状
●使用環境
●現行使用材料
●必要塗膜性能等
●表面の色・光沢度
●裏面仕様
●保護フィルムの要否
●サイズ
●再塗装の有無

●基本質量

■ 9.注意

一般に鋼板は時間の経過とともに、材質が劣化する傾向を有します。
すなわち、加工性の劣化、ストレッチャーストレイン、腰折れの発生
がそれです。これを防ぐには、できるだけ早い時期のご使用をお奨め
します。
なお、耐時効性のある規格をお選びになればそのご心配はありませ
ん。

■ 8.時効

コイルの転倒、転がり、シートの荷崩れが起きますと非常に危険で
す。
保管時などには、コイルの転倒、転がり、シートの荷崩れ等が起き
ないように、安定した状態を確保してください。　

●

●

■ 10.警告

お問い合せの際のご注意

切断面は商品の外観上、設計段階から断面が隠れるような構造に
するようお奨めします。
切断面が曝される部位では水が溜まらない構造にするようお奨めし
ます。
切断面を含む加工部位に水が溜まったとしても、切断面が水に触れ
ない構造にするようお奨めします。（ヘミング加工などでの構造対策）
なお、端面防錆の観点から使用される環境・用途に応じ、ビュー
コートに使用される原板の最適なめっき種・付着量を推奨すること
もできますのでご相談ください。

①

②

③

■ 4.切断面の保護

オイル等による汚れはアルコールやベンジンまたは中性洗剤を使って
洗浄することをお奨めします。
ケトン系、エーテル系を主体としたシンナーあるいはトリクレンなどは
塗膜を侵す場合がありますのでこれらの使用は避けてください。
メタリック塗装の場合、アルカリ性、酸性の洗剤をご使用になります
と塗膜を侵す場合があります。同様に汗や手垢がついたままにしてお
くとその部分が変色する場合がありますので十分ご注意ください。
クリーニングのため、溶剤・薬品を使用した場合は完全に拭き取って
から梱包してください。また、加温等の処置をした場合もビューコー
トが常温になってから梱包をお願いします。

■ 5.クリーニング

水濡れによる錆を防止するため、また、冬場での低温時の塗膜硬化
防止や、夏場での温度上昇による塗膜軟化防止の観点から、室内で
保管ください。
長期間保管されますと、プレス加工時に問題が生じる場合がありま
す。また、保護フィルム付き仕様のものは、フィルムがはがれにくく
なる場合がありますので、先入れ先出しなどにご留意ください。

■ 6.保管

参　　考

ご使用上の注意 梱包および表示
製品は、製造後使用されるまでの間の通常の取り扱い、保管条件に対して損傷を防ぐため
梱包して出荷されます。梱包外装には、梱包ラベルを貼付して製品内容を表示しております。
さらに現品には、その製品内容を保証する検査票を封入しております。
製品お受け取り後の現品確認後には、これらをご利用ください。
これらの帳票記載事項は次の通りです。

梱包ラベルおよび検査票 梱包ラベル例

梱包例

表示項目 表示方法　
ラベル

商 品 名
等 級
規 格 記 号
客 先 色 名
目 付 量
寸 法
枚 数
質 量
長 さ
検 査 番 号
コイル 番 号
需 要 家 名
社名および製造所名
製 造 月 日

無 表 示
無 表 示
規 格
特 記
目 付 量
寸 法
枚 数
正 味 質 量
長 さ
検 査 番 号
コイル番号
無 表 示
無 表 示

̶

検査票
タイトル名

無 表 示
等 級
規 格
ト ッ キ
メツケリョウ
製 品 寸 法
マ イ ス ウ
質 量
コイルナガサ
検 査 番 号
コイル番号

̶
̶

セイゾウガッピ

所定の製品名を表示する。
該当材の等級を表示する。
製品の規格記号および色記号を表示する。
客先色名を表示する。
目付量表示記号を表示する。
寸法を表示する。
切板材のみ表示する。
契約条件（実費または算定）により表示する。
算定契約または長さ表示指定のコイルのみ表示する。
梱包単位に表示する。
製造ロットごとに表示する。
需要家名を表示する。
社名及び製造所名を表示する。
製造年月日を表示する。

検査票例

梱包紙

横スキッド

鉄板

梱包ラベル

検査票（内包）

縦スキッド

フープ

テープ

梱包ラベル
シールパッド

横フープ

矢印ラベル

内径リング

フープ

シール

テープ
梱包紙

検査票

シール

当金

テープ

梱包紙
［切板例］

［コイル例］

君津地区

君 津 地 区 
Kimitsu Area
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®

❶ 

❷

❸

高吸熱タイプビューコートをご使用いただくことで、
機器内の熱を効率よく外部に放出することができます。
熱源側（鋼板裏面）に吸熱性の皮膜を施すことにより、
吸熱&放熱効果が発揮されます。
なお鋼板表面の意匠性塗膜層については、「ビューコート®」の
多様なメニューから選定いただけます。
クロメートを一切含まない、地球環境に優しい鋼板です。

● DVD、プラズマディスプレー、液晶ディスプレー、テレビチューナーなど、
 高性能AV機器のカバー
● 電源ボックスほかの放熱孔、放熱ファンが使用できないユニットのカバーなど

特　長

用途例

吸熱・導電性裏面（AV機器内面側に相当）塗膜
❶ 鋼板裏面の吸熱性皮膜は、高い熱エネルギーを持つ赤外領域の
 吸収を重視した設計としました。
❷ 導電性はロレスター法の測定値にて0.1mΩ未満を確保しました。
 （弊社実測）

温度測定試験

測定方法 測定鋼板（従来の亜鉛めっき鋼板と開発品の対照実験）

ヒーター：投入電力10W一定

熱電対：Box内部に取り付け（ヒーター直上20mm）
150mm

285mm

11
0m

m

意匠性塗膜層
下塗り塗装
化成処理

亜鉛めっき鋼板
化成処理

吸熱性皮膜
塗膜構成イメージ

※温度測定点から板までの距離：15mm

20mm

温
　
度

 （
˚C
）

測定時間（min）

80

70

60

50

40
0 20 40 60 80 100 120

NSジンコート

吸熱性皮膜

吸熱性皮膜を有する鋼板は本試験条件下におい
て、NSジンコートの裸仕様に比べ、Box内部の
雰囲気温度を約10˚C低下することが可能です。

約10˚C

BOX内部の雰囲気温度測定結果（例）

薄 板

〈ご注意とお願い〉本資料に記載された技術情報は、製品の代表的な特性や性能を説明するものであり、「規格」の規定事項として明記したもの以外は、保証を意味するものではありません。本資料に記載さ
れている情報の誤った使用または不適切な使用等によって生じた損害につきましては責任を負いかねますので、ご了承ください。また、これらの情報は、今後予告なしに変更される場合がありますので、最新の
情報については、担当部署にお問い合わせください。本資料に記載された内容の無断転載や複写はご遠慮ください。本資料に記載された製品または役務の名称は、当社および当社の関連会社の商標または登
録商標、或いは、当社および当社の関連会社が使用を許諾された第三者の商標または登録商標です。その他の製品または役務の名称は、それぞれ保有者の商標または登録商標です。

ビューコート®
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特　長

塗膜構成イメージ

拡散反射率測定（例）

高反射塗膜
下塗り塗膜

亜鉛めっき鋼板
化成処理

化成処理
裏面塗膜

❶ 
❷
❸
❹

❺

92～98％の高い拡散反射率を有します。
絞り加工も可能です。
耐食性や耐薬品性などの基本性能も優れます。
裏面塗膜に良導電性、吸熱性タイプを選択することで、
電磁波シールド性・アース性・温度制御などの機能が
付与できます。
クロメートを一切含まない、地球環境に優しい鋼板です。

拡散反射率 （波長555nm） 塗膜性能例

92～98%

亀裂なし

外観異常なし

外観異常なし

外観異常なし

外観異常なし

2

3

4

5

6

反射率1

加工性 円筒絞り：絞り比2.0/ポンチ・ダイ肩R3mm

耐食性 8時間塩水噴霧＋16時間休止を3サイクル

耐酸性 5%HCI滴下：常温、24時間

耐アルカリ性 5%NaOH滴下：常温、24時間

耐熱性 70˚C、240時間

拡散反射率、波長555nm、
島津製作所製分光光度計UV-3100PC

試験項目No. 試験条件 試験結果

80

82

84

86

88

90

92

94

96

98

100

拡
散
反
射
率

 （
%
）  

at
 5

55
nm

一般白色PCM 高反射ビューコート
（92%タイプ）

高反射ビューコート
（98%タイプ）

● 照明器具反射板、液晶部品など

用途例

最大で拡散反射率10%以上向上
※反射率は、用途に応じて92～98%のものも準備できます。

代表的な性能を以下に示します。

高反射タイプ
ビューコート

反射
フィルム

®

薄 板

〈ご注意とお願い〉本資料に記載された技術情報は、製品の代表的な特性や性能を説明するものであり、「規格」の規定事項として明記したもの以外は、保証を意味するものではありません。本資料に記載さ
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情報については、担当部署にお問い合わせください。本資料に記載された内容の無断転載や複写はご遠慮ください。本資料に記載された製品または役務の名称は、当社および当社の関連会社の商標または登
録商標、或いは、当社および当社の関連会社が使用を許諾された第三者の商標または登録商標です。その他の製品または役務の名称は、それぞれ保有者の商標または登録商標です。
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®

セルフクリーニング
タイプ塗膜
下塗り塗膜

亜鉛めっき鋼板
化成処理

化成処理
裏面塗膜

特　長
❶ 

❷ 

❸ 
❹ 

❺ 

塗膜に親水性を付与させることで、耐雨だれ汚染性を
大幅に向上しました。
最適な原板設計と、親水性塗膜の組み合わせにより、
エアコン室外機の天板用途などにも適応できる、高い
加工性を実現しました。
加工部も耐雨だれ汚染性に優れています。
カラーバリエーションも取り揃えています。
メタリック調も可能です。
クロメートを一切含まない、地球環境に優しい鋼板です。

親水性塗膜

親水性なので
水滴が馴染み、
汚れの下に入り込む

汚れが
洗い流される

汚れ
水

「セルフクリーニングタイプ」と「エアコン室外機用ビューコート」の、耐雨だれ汚染性の比較結果を以下に示します。
「セルフクリーニングタイプ」は、屋外暴露において従来品より耐雨だれ汚染性が優れていることがわかります。

セルフクリーニングタイプ 当社従来品（エアコン室外機用ビューコート）

用途例

当社従来品との耐雨だれ汚染比較結果

円筒カップ絞り後（暴露前） 暴露後

セルフクリーニング
タイプ

当社従来品
（エアコン室外機用
ビューコート）

● 給湯器外板、エアコン室外機外板、レンジフードなど
 ただし、再塗装用途には推奨できません。

千葉県君津市（工業地区）暴露1ヵ月後
（円筒カップ絞り条件：板厚0.5mm、原板目付Z08、原板材質SGCD2、
  絞り比2、曲率5R、押さえ圧1t）

千葉県君津市（工業地区）暴露1.5年後

● 加工部● 平面部

塗膜構成イメージ

セルフクリーニング効果の発現イメージ

薄 板
日本製鉄のプレコート鋼板 「ビューコート®」 プレミアムシリーズ

セルフクリーニングタイプビューコート

〈ご注意とお願い〉本資料に記載された技術情報は、製品の代表的な特性や性能を説明するものであり、「規格」の規定事項として明記したもの以外は、保証を意味するものではありません。本資料に記載さ
れている情報の誤った使用または不適切な使用等によって生じた損害につきましては責任を負いかねますので、ご了承ください。また、これらの情報は、今後予告なしに変更される場合がありますので、最新の
情報については、担当部署にお問い合わせください。本資料に記載された内容の無断転載や複写はご遠慮ください。本資料に記載された製品または役務の名称は、当社および当社の関連会社の商標または登
録商標、或いは、当社および当社の関連会社が使用を許諾された第三者の商標または登録商標です。その他の製品または役務の名称は、それぞれ保有者の商標または登録商標です。
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❶ 
❷
❸

❹

メタリック感、マット感のある美麗な外観を有します。
曲げ、絞りなどの高加工用途に適しています。
鋼板裏面の塗膜を選定することにより、さらに機能を付与
させることができます。
例） 裏面に高吸熱タイプの塗膜を選定し、
  機器内の熱を外部へ放出する　など
クロメートを一切含まない、地球環境に優しい鋼板です。

● DVD、プラズマディスプレー、液晶ディスプレー、テレビチューナーなど、
 高性能AV機器のカバー

特　長

用途例

高加工メタリックタイプの加工例

下塗り塗装
化成処理

亜鉛めっき鋼板
化成処理
裏面塗膜

高加工メタリック
タイプ塗膜

塗膜構成イメージ

裏　　面

表　　面

ビューコートE型

シルバーメタリック
（ビューコートⅣ型）

原板規格

表示厚さ

目付記号

EGC

0.55mm

20/20

加工例1　オイルフィルター形状への加工
裏　　面

表　　面

ビューコートⅡ型

シルバーメタリック
（セルフクリーニングタイプ）

原板規格

表示厚さ

目付記号

SGCD3

0.6mm

Z08

加工例2　オイルフィルター形状への加工
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塗膜構成イメージ

帯電防止タイプ
ビューコート塗膜

下塗り塗膜

亜鉛めっき鋼板
化成処理

化成処理
裏面塗膜

● 冷蔵庫側板など

特　長

当社一般品との帯電性比較　　　　　　　

ゴミ付着防止について

用途例

　従来、帯電防止塗膜といわれるものの多くは、帯電した静電気を放電しやすく
するという考え方に基づくものでした。
　「帯電防止タイプビューコート」ではそれに加えて、摩擦による帯電自体を抑制す
る効果を発現させることに成功しました。
　これにより、従来品では防止が難しかった、帯電と同時にゴミが付着してしまうよ
うなケースにおいても、ゴミ付着防止効果が発揮されます。

帯電防止タイプビューコート 一般タイプビューコート

実験条件 70×150mmのビューコートサンプルの塗装面と、50×100mmのネオプレンゴムを
接触・剥離させた直後、塗膜表面の帯電電圧を、非接触型静電気測定器にて測定。

0

0.1

0.2

0.3

帯
電
電
圧

 （
kV
）

帯電防止タイプビューコート 一般タイプビューコート

● ゴミ付着防止の効果（例）（ゴム吸盤あと）

● 帯電電圧の比較（例）

82

❶ 

❷
❸
❹

加工工程で、コンベアーやゴム吸盤などの摩擦により生じる
静電気の抑制に有効です。
静電気によるゴミ付着を大幅に軽減できます。
静電気による電撃を軽減できます。
クロメートを一切含まない、地球環境に優しい鋼板です。
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ゆず肌調
ビューコート塗膜

下塗り塗膜

亜鉛めっき鋼板
化成処理

化成処理
裏面塗膜

特　長

基本性能例と歩留向上効果例

❶ 

❷
❸

❹

塗料中に特殊なビーズを入れ、塗料焼き付け時に溶融
させることで、塗膜表面にラウンドを発生させました。
取り扱い疵が目立ちにくく、加工歩留の向上に有効です。
加工性、耐薬品性などの基本性能は一般タイプの
ビューコートと同じです。
（帯電防止性を付与することも可能です）
クロメートを一切含まない、地球環境に優しい鋼板です。

● エアコン室外機外板、石油給湯機外板、
冷蔵庫側板、洗濯機外板など

外　観 用途例
ゆず肌調ビューコートの外観（例）

1T ～ 4THB ～ Fゆず肌調ビューコート

名　称 鉛筆硬度傷法　注1） 20˚CでのT曲げ　注1）

● 基本性能（例）

注1） 目視による判定 ※ ある同一ラインでの測定例

＜ 2%　（▼3%）＞ 5%
取り扱い時の
疵による不良率

一般的ビューコート
を使用時

ゆず肌調ビューコート
を使用時

● 歩留向上の事例

向 上

塗膜構成イメージ
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